
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウへんこう 

鶴城町 上宮町 鶴河内町 大鶴本町 大肥町 大肥本町 大鶴町 大鶴地区 町名 大
鶴
地
区 

人
口
統
計 

73(0) 73(0) 174(-1) 211(+1) 158(-1) 170(0) 297(-2) 1,156(-3) 人口 

37(+1) 32(0) 72(0) 98(+1) 78(-1) 70(0) 121(-1) 508(0) 世帯 

 ※データは日田市 HP より令和４年５月３１日現在 ( )は前月比 

し
ま
し
た
。
代
表
者
会
議
の

前
段
で
人
権
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。
『
人
権
の
ヒ
ン

ト
「
思
い
込
み
」
か
ら
「
思

い
や
り
」
へ
』
と
い
う
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
公
民
館
使
用

時
の
注
意
事
項
の
説
明

や
、
公
民
館
ま
つ
り
・
公
民

館
大
掃
除
な
ど
公
民
館
行

事
へ
の
参
加
・
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。 

 

自
主
学
習
教
室
も
定
員
に

余
裕
の
あ
る
教
室
が
あ
り
ま 

 

  

 

編集・発行 

日田市大鶴公民館 

大鶴本町８７０ 

電話 ２８－２８４６ 

FAX ２８－２１２２ 

館長 森山 道德 

主事 伊藤 正昭 
 
 

紙面のイラストについて 

イラスト著作権 

がくげい 
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（５月１6日：大鶴公民館にて） 

５
月
25
日(

木)

自
主
学

習
教
室
【
14
教
室
】（
今
年

度
か
ら
新
た
に
「
す
み
れ
習

字
教
室(

小
中
学
生
対
象)

」
が

開
講
）
代
表
者
会
議
を
開
催 

す
。現
在
開
催
さ
れ
て
い
る

教
室
へ
の
参
加
又
は
新
規

開
催
希
望
の
教
室
な
ど
い

ず
れ
も
公
民
館
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。 

日田市大鶴公民館 : ホームページ：http://www.hita-k.org/ootsuru：      ：otsuru-k@hita-net.jp 

  

大明小学校鼓笛隊が日田観光 

祭音楽パレード(５月20日)に 

参加の為、校区内パレード(５月

１６日)が行われ、途中大鶴公民館で停止演奏が行われ

ました。当日は朝から晴天で熱中症が心配されるような

日差しの中、近所の方々、白毫こ 

ども園児・職員等多くの人が駆け 

付け大明小学校鼓笛隊に大きな激 

励の拍手が送られていました。 

大明小学校鼓笛隊は児童減少に伴い、観光祭音楽パレ

ードに参加するのが今年で最後という事で、校区内パレ  

ードも今年が最後になるそう 

です。 

観光祭音楽パレードでは、笑 

顔・元気・全力～くいの残ら 

ない演そうをしよう～を合言

葉に力強い演奏が行われ、 

大明小鼓笛隊の素晴ら 

しい音色が、街中に響 

き渡りました。 

電気ピアノが寄贈されました。♬ 

公
民 

館
に 

電
気 

ピ
ア 

ノ
が 

寄
贈 

さ
れ 

ま
し
た
。
集
会
室
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
注
意

事
項
を
守
り
ご
自
由

に
弾
い
て
下
さ
い
。

(

平
日
９
時
～

16

時) 



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て
い 

る
方 

が
多 

い
が 

白
い 

服
や 

反
射
材 

な
ど
工
夫
し
な
い
と 

発
見
で
き
ず
危
険 

④ 

新
し
い
国
道
と
県
道 

熊
取
線
の
交
差
点
に 

信
号
機
設
置
の
要
求
を 

⑤ 

国
道
元
信
号
交
差
点 

令
和
５
年
度
大
鶴
地
区
各
種
団
体
の
総
会
開
催
を
先
月
号(

５

月

15

日
号)

に
て
５
団
体
の
紹
介
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
２

団
体
（
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
防
災
士
会
）
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。(
役
員
氏
名
は
敬
称
略
で
掲
載) 

区
大
会 

の
開
催
、 

地
区
民 

体
育
大 

会
を
、 

９
月
３ 

日
（
日
） 

開
催
予 

定 

③ 

役
員
に
つ
い
て
は
左
記
に 

記
載
の
役
員
の
他
に
各
種
競 

技
の
部
長
・
副
部
長
、
町
内
体 

育
部
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

(

大
鶴
ス
ポ
ー
ツ
協
会
役
員
紹
介) 

 

会 

長 

田
中 

孝
典(

大
肥
町) 

 

副
会
長 

篠
原 

茂
樹(

大
鶴
本
町) 

 

副
会
長 

江
添 

秀
和(

大
鶴
町) 

 

会 

計 

伊
藤 

竜
一(

上
宮
町) 

 
 

坂
本 

健
治(

大
肥
本
町) 

動
要
支
援
者
一
人
ひ
と
り
に
つ

い
て
、
避
難
支
援
者
や
避
難
場

所
等
「
誰
が
」「
ど
こ
に
」
避
難
支

援
す
る
か
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
日
田
市
に
お
い
て
は
本
年

度
、
大
鶴
地
区
・
夜
明
地
区
が
対

象
と
な
り
、
要
支
援
者
、
日
田

市
、
自
治
会
長
、
民
生
委
員
、
防

災
士
が
一
緒
に
協
力
し
て
作
成

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

（
大
鶴
防
災
士
会
役
員
紹
介) 

 

会  

長 

藤
井 

隆
幸(

上
宮
町) 

 

副
会
長 

石
井  

徹(

大
肥
本
町) 

 

副
会
長 

坂
本 

均 (

鶴
城
町) 

 

事
務
局
長 

田
中 

孝
典(

大
肥
町) 

 

会 

計  

金
﨑 

公
英(

大
肥
本
町) 

  

令
和
５
年
５
月
15
日(

月)

開

催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
事
業
報

告
並
び
に
決
算
・
監
査
報
告
、

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

① 

市
民
体
育
大
会
の
各
競
技 

(

Ｒ
４
年
５
月
～
Ｒ
５
年
１ 

月)

29

種
目
中
10

種
目
参 

加
：
20
体
協
中
10
位
Ｂ
ク 

ラ
ス
４
位
で
、
敢
闘
賞
・
躍 

進
賞 

を
授 

賞
し 

ま
し 

た
。 

② 

各
種 

競
技 

の
地 

 

 

令
和
５
年
５
月
16
日(

火)

開
催 

さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
活
動
・
決 

算
報
告
並
び 

に
令
和
５
年 

度
活
動
計
画 

（
① 

防
災
パ 

ト
ロ
ー
ル
、 

② 

防
災
士
会 

広
報
、③ 

個 

別
避
難
計
画
の
作
成
）・
予
算
が
話

合
わ
れ
ま
し
た
。 

大
鶴
地
区
防
災
士
会
員
は

28

名（
内
女
性
会
員
２
名
） 

※
個
別
避
難
計
画
と
は
、避
難
行 
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様
々
な
理
由
で
生
活
に
お
困
り

の
方
や
、
病
気
な
ど
で
不
安
を
抱

え
て
い
る
方
、
ま
た
、
就
労
な
ど

で
困
っ
て
い
る
方
の
相
談
会
を
左

記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。 

 
 

 
 

 

記 

期  

日
： 

令
和
５
年
７
月

19

日(

水) 

場 

所
：
大

鶴

公

民

館 

時 

間
：
午
前
９
時

30

分
～ 

 
 

 
 

午
前

11

時

30

分 

ひ
た
生
活
支
援
相
談 

セ
ン
タ
ー 

相
談
員 

江
藤 

☎(

０
９
７
３)

22-

５
２
９
９ 

敢闘賞・躍進賞のカップと賞状 

＝
各
町
内
委
員
か
ら 

の
特
徴
意
見
＝ 

① 

夕
暮
れ
時
、
犬
の
散 

歩
者
は
、
運
転
手 

 

の
発
見
し
や
す
い 

 

服
装
を 

② 

運
動
期
間
の
目
の
前 

で
も
マ
ナ
ー
の
悪
い 

方
が
見
ら
れ
る
。
今 

年
は
、
自
転
車
運
転 

者
に
へ
ル
メ
ッ
ト
着 

用
の
呼
び
か
け
を 

③ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し 

か
ら
沙
羅
へ
の
一
方 

通
行
侵
入
を
ゼ
ロ
に 

近
づ
け
る
対
策
を
す 

る
こ
と 

⑥ 

夜
明
地
区
川
崎
の
、 

国
道
211

号
線
と
386 

号
線
の
信
号
機
で
、 

大
鶴
へ
向
か
う
「
右 

切↑

」
の
点
灯
時
間 

を
10

秒
間
に
す
る 

要
求
を
出
す
こ
と 

⑦ 

大
肥
本
町
迫
で
先
日 

か
ら
物
損
事
故
が
あ 

 

っ
た
が
、 

過
去
に
も 

死
亡
事
故 

が
あ
っ
た
。 

「
事
故
多
発
カ
ー
ブ
」 

の
立
て
看
板
な
ど
注 

意
を
促
す
こ
と 

⑧
「
交
通
安
全
祈
願
」 

な
ど
を
行
い
、
一
件 

で
も
事
故
を
減
ら
す 

取
組
み
を
す
る
こ
と 

 ８
項
目
忘
れ
ず 

実
践
し
ま
し
ょ
う 

交
通
安
全
協
会
・
大
鶴
分
会
総
会
報
告 

一
件
で
も
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に 
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九
州
北
部
も 

例
年
よ
り
早 

く
先
月
末
に 

梅

雨

に

入 

り
、
六
月
一 

日
に
配
布
さ 

れ
た
「
日
田
市
の
広
報
紙
」
や

「
新
時
代
お
お
い
た
」
の
災
害
関

連
記
事
も
「
災
害
に
備
え
、
早
め

の
避
難
」
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 
今
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
環
境

や
状
況
な
ど
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
で
確
認
し
、
自
分
か
ら
避
難

行
動
を
率
先
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
先
ず
は
「
自
助
・
共
助
」
大

事
な
自
分
の
命
と
家
族
や
地
域
は

自
分
達
の
手
で
守
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

大 

鶴 

防 

災 

士 

会 

し
を
行
う
た
め
の
訓
練
で
す
。 

訓
練
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

皆
、ス
ム
ー
ズ
な
動
き
が
で
き

て
い
る
よ
う
で
す
。 

学
校
も
、 

家
庭
も
、 

そ
し
て 

地
域
も 

緊
急
の 

事
態（
け 

っ
し
て
想
定
外
と
は
言
え
ま

せ
ん
）に
備
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

 

５
月
29
日(

月)

令
和
５
年

度
第
２
回 

目
の
「
ミ 

ニ
デ
イ
サ 

ー
ビ
ス
」 

(

寄
合
い
サ 

ロ
ン)

が
開 

催
さ
れ
ま 

し
た
。
（
対
象
70
歳
以
上
の

高
齢
者
）
今
回
の
内
容
は
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
終
了
後
、
健
康
食
つ

く
り
と
し
て
「
み
そ
だ
ま
」

を
作
り
ま
し
た
。 

５
月
24
日 

（
水
）、大
明 

小
中
学
校 

で「
緊
急
児 

童
生
徒
引 

き
渡
し
訓 

練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、大
雨
・
火
災
・
地
震
等
に
よ

る
重
大
な
自
然
災
害
や
、
学

校
へ
の
不
審
者
侵
入
で
の
危

険
事
案
が
発
生
し
、
児
童
生

徒
の
下
校
に
危
険
が
生
じ
、

保
護
者
等
に
確
実
に
引
き
渡 

ぼうさいキャンプ 防災標語            

 

 

先
月
５
日
に
発
生
し
た
能
登

地
方
の
最
大
震
度
六
強
の
地
震

を
は
じ
め
、
全
国
的
に
頻
発
し

て
い
る
大
き
な
地
震
災
害
。 

そ
し
て
、
ま
だ 

記
憶
に
新
し
い 

今
月
の
二
日
、 

不
安
定
な
気
象 

状
況
や
梅
雨
前 

線
に
よ
り
発
生

し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
災

害
は
、
四
国
や
近
畿
地
方
な
ど
六

県
に
及
び
被
害
を
拡
大
さ
せ
、
浜

松
で
は
二
十
四
時
間
の
最
大
雨
量

は
五
百
ミ
リ
に
近
い
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。 

 

「
そ
の
時
、 

あ
な
た
な
ら 

ど
う
す
る
か 

？
」
二
〇
一 

七
年
七
月
五 

日
の
九
州
北 

部
豪
雨
の 

「
あ
の
日
の
記
憶
」
が
蘇
る
。 

 
 

災害に備える 

備え① 避難経路、避難所の 

確認 

備え② 非常持出袋の準備 

備え③ マイ・タイムライン 

の作成・活用 

備え④ 防災訓練への参加 

備え⑤ 防災の基本、情報 

収集 

※広報ひた6月1日号より 

H29九州北部豪雨災害から 
（上宮町） 

H29九州北部豪雨災害から 
（鶴河内町） 

H29九州北部豪雨災害から 
（大肥本町町） 

5月２６日 

(金)、大明小 

中学校スクー 

ルガードと全 

校児童・生徒 

の対面式が行 

われました。 

対面式ではスクールガードを代表して石井

徹さん（大肥本町）が「皆さんの安全・安心 

のために頑張ります」と挨拶。児童代表と生

徒代表が「お礼の言葉」を述べました。な

お、今年度のスクールガードは２９名（大鶴

地区１４名、夜明地区１５名）です。 

 

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

こ
れ
か
ら
の
予

定 

６
月

26

日(

月) 

七
夕
祭
り
・
一
人
暮
ら
し
交
流 

７
月
24

日(

月) 

こ
ど
も
達
と
の
触
れ
合
い 

９
月
25

日(

月) 

特
殊
詐
欺
被
害
・
交
通
安
全 

10

月
23

日(

月) 

郊 

外 

散 

策 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会 

 

11
月
以
降
も
開
催
さ
れ
ま
す
。 

10

月
以
外
は
い
ず
れ
も 

大
鶴
公
民
館
10
時
～
12
時

の
間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

大
鶴
社
会
福
祉
協
議
会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
５
年
度
大
鶴
公
民
館
高
齢
者
学
習
事
業 

 

「
寿
大
学
」
が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

大
鶴
地
区
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ご
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
、
皆
さ
ん
の
楽
し
く
集
う
場
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

記 

開
催
日 

令
和
５
年
６
月
29
日(

木) 

時
間 

午
前
10
時
00
分
～
11
時
30
分 

開
催
場
所 

大
鶴
公
民
館 

集
会
室 

  

内
容
①
特
殊
詐
欺
・
悪
徳
商
法 

に
ダ
マ
さ
れ
な
い
‼ 

講
師
：
大
明
駐
在
所 

河
野
巡
査
長 

 

内
容
②
「
元
気
に
高
齢
期
を
過
ご
す
」

講
師
：
日
田
市
健
康
保
険
課 

保
健
師 

 
 

 

元
気
に
生
き
い
き
健
康
体
操 

講
師
：
新
川 

美
奈
子
さ
ん(

ウ
エ
ル
ピ
ア) 

開 催 日 内      容 

7月23日(日) 七夕祭り(飾り付け・お話会) 

10月15日(日) お菓子作り・プラバンづくり 

12月17日(日) 
クリスマス会 

エホントさんの読み聞かせ 
サンタさんからのプレゼント 

2月１７日(土) 
健康チェックとお話会 
からだを動かしてあそぼう 

いずれも開催場所は大鶴公民館です。 
開催時間は１０時 00分～１２時００分です。 
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差別をなくす人権標語  

 

  

令和５年度大鶴公民館成人(女性)学習事業、 

『女性セミナー第１講』が下記の通り開催されます。    

（年間 5講を予定しています） 

セミナー会員登録していただいている方には

郵送で案内しています。 

材料費等参加者負担がいらない内容時は、登録され

ていない方でも当日参加できますので気軽に公民館 

まで連絡ください。  皆さんの参加お願いします。 

記 

日時：令和５年６月２１日(水) 
        1 9：0 0～ 2 0： 3 0  

場所：大鶴公民館 集会室 

演題 「認め合う心」 

    ～ ガラスの壁を越えて ～ 
 

講師 松
まつ

 本
もと

 久
く

 美
み

 子
こ

 さん 

 

 

 

 
 

令和５年度 子育てサロン事業計画 

【講師プロフィール】元 NHK大分放送 

局のキャスター、民放ラジオパーソナリ 

ティを経験し、2003年フリーに。独立後 

も大分合同新聞の気象情報や気象歳 

時記を書くなど多方面で活動している。 

「
男

性

料

理

教

室
」

日
時 

令
和
５
年
７
月
11
日(

火) 

 
 
 
   

10
時
00
分
～
13
時
00
分 

参
加
費 

一
人 

５
０
０
円(

当
日
徴
収) 

「
男

性

料

理

教

室
」(

年
間
７
回) 

※
「
男
性
料
理
教
室
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
定
員 

に
余
裕
が
あ 

り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
申 

し
込
ま
れ
て 

も
結
構
で
す
。 

参
加
を
希
望 

す
る
方
は
、 

７
月
７
日
ま
で
に(

材
料
準
備
の
関
係)

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

静
修
そ
ば
う
ち
道
場

男

性

料

理

教

室 
 
 

令
和
５
年
度 

大
鶴
公
民
館
成 

人
事
業
「
男
性 

料
理
教
室
」、 

ま
ち
づ
く
り
事 

業
「
静
修
そ
ば 

う
ち
道
場
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

「
静
修
そ
ば
う
ち
道
場
」 

日
時 

令
和
５
年
６
月
19
日(

月) 

 
 
 
 
 

10
時
30
分
～
12
時
30
分 

参
加
費 

一
人 

５
０
０
円(

当
日
徴
収) 

「
静
修
そ
ば
う
ち
道
場
」(

年
間
８
回) 

 

園児との交流そば打ち 

昨年度の教室から 


